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京都大学では、本学の教育研究・社会貢献のために活用する自主財源を充実させるため、2007年に「京都大学基金」を設立しました。現在、
京都大学基金は、本学全体の教育研究・社会貢献のために活用する基金と、多くの難病やケガを治療できる新しい医療の実用化を目指す「iPS
細胞研究基金」や、若手研究者の後押しをする「本庶佑有志基金」、経済的困難を抱える学生を支援する「修学支援基金」など、特定のプロジェ
クトを支援するための基金（特定基金）から構成されています。

本学では、学部・研究科同窓会や国内外の地域同窓会、横断型同窓会など、各種同窓会組織との連携強化に取り組んでいます。
京都大学ここのえ会は、社会で活躍している本学出身の女性が相互の関係を深めながら、ネットワークを新たに構築するとともに、京都大学の女子
学生や女性研究者等へ緩やかな支援を行うことを目的として設立され、本学女子学生向けのイベントなどを企画しています。
その他、本学では、従来より継続している同窓会の開催支援や毎年11月のホームカミングデイの開催などの活動のほか、同窓生向けオンラインサー
ビス「KUON（Kyoto University One Network）」のコンテンツの充実に努めています。

京都大学基金のウェブサイト　
www.kikin.kyoto-u.ac.jp

京都大学KUONのサイト　
www.alumni.kyoto-u.ac.jp/

脳卒中診療支援センターのメンバー

新医療の創造で世界を牽引する 多彩なプロジェクトによって「京大力」を未来へ
研究と臨床、地域と医療、いまとこれからをつなぎながら 支援者の皆様の期待に応えつつ、基金の有効活用と拡充を図る

地域医療連携の充実

組織の枠を超えたチーム医療で最適なケアを実現

研究成果をいち早く臨床へ、 高度先進医療を患者さんの元へ 京都大学基金へのご支援と今後

同窓会との積極的な連携

地域における当院の役割も重要です。本院では、各医療機
関が有する医療機能を活用し、高度な医療を地域の患者さ
んに提供することを目的として、地域のかかりつけ医と当院
医師による「ふたり主治医制」を積極的に推進しています。
また、本取組みに賛同いただける医療機関を当院の「地域
連携医療機関」として登録し、希望される医療機関には「地
域連携医療機関登録証」を発行しています。
（2023年4月末現在393機関)

2022年４月には関西の大学病院で初となる摂食嚥下診療
センターを設置し、専門医や認定看護師を中心に複数の職
種が一丸となって予防や治療、リハビリテーションにあたっ
ています。また、同時期に脳卒中診療支援センターも設置。
当センターでは、治療に留まらず、リハビリテーションや退
院後の社会復帰までを一貫して支援するとともに、脳卒中
予防、正しい知識の普及啓発といった地域での重要な役割
も担っています。

医学部附属病院の手術件数は年間1万件を超え、国
立大学病院としてトップクラスを誇ります。高度な手
術も多数行っており、中には2022年2月の血液型
不適合条件下での生体肺移植のように当院が世界
で初めて実施した手術もあります。また、未来の医
療を創造することも私たちの使命です。2020年に
設立した先端医療研究開発機構では、早期臨床試
験に特化した組織（Ki-CONNECT）を設置し、iPS
細胞などを用いた新たな医薬品、治療方法を、1日
でも早く患者さんに届けるために日々研究、開発に
取り組んでいます。

京都大学ここのえ会の様子 第17回 京都大学ホームカミングデイ2022でのジャズコンサートの様子
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